
- 知っておきたい火山現象と対策 -
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ほ ぞ ん ば ん#防災を日常に
ぼうさい にちじょう

自宅での生活を継続するためのチェックリスト
（他災害と共通）

□衣料品や貴重品
□タオル（複数枚）
□ブランケット
□着替え
□簡易枕
□貴重品（身分証明書や
現金、通帳）

□降灰対策用品
□防塵マスク
□安全ゴーグル
□スコップ
□軍手
□防塵カバー
（エアコン室外機用）

□食料・飲料水
□水
□食品（ごはん（アルファ米等）、
レトルト食品、ビスケット、
チョコ、乾パン等）

□衛生用品
□洗面用具
□歯ブラシ・歯磨き粉
□簡易トイレ
□トイレットペーパー
□おむつ・生理用品
□マスク

□医薬品
□ばんそうこう
□包帯
□消毒液
□常備薬

□その他備蓄品
□懐中電灯（手動充電式が便利）
□携帯ラジオ
　（手動充電式が便利）
□予備電池・携帯充電器
□マッチ、ライター、ろうそく

除灰作業特有のチェックリスト
（降灰対策特有）

避難する場合の
チェックリスト

内閣府政策統括官（防災担当）付
参事官（調査・企画担当） 気象庁地震火山部火山監視課

〒107-0052
東京都港区赤坂2-4-6
赤坂グリーンクロス18階
電話‥03-5253-2111（大代表）
FAX‥03-3501-6820
https://www.bousai.go.jp/
kazan/index.html

〒105-8431
東京都港区虎ノ門3-6-9
電話‥03-6758-3900（代表）
https://www.jma.go.jp/

火山調査研究推進本部事務局
（研究開発局地震火山防災研究課）

〒100-8959
東京都千代田区霞が関3-2-2
中央合同庁舎7号館
電話‥03-5253-4111（代表）
https://www.mext.go.jp/
a_menu/kaihatu/jishin/
1285728_00005.html 
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生活を継続するためのチェックリスト
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火山災害への
そな

備え
大きな噴石や火砕流のように、火山周辺で直ちに命の危険がある地域からは、噴火警報や避難計画を活用し
た事前の避難が必要です。

火山防災マップ・火山ハザードマップを確認し、噴火警戒レベル等に応じて、どのタイミングでどこに避難
するべきかを確認しておきましょう。

火山灰への備えは、降灰域内であってもできる限り自宅等に留まって生活を継続することが基本です。
ただし、状況によっては直ちに命の危険がある場合※も想定され、避難等の行動をとる必要があります。
※降灰量が30cm以上ある地域の木造家屋・土石流の危険がある地域・要配慮者のうち自助·共助による生活が継続できず直ちに生命に危険が及ぶ人 等

自宅での生活継続が長期化する可能性も想定し、一週間分程度は備蓄をしましょう。
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我が国の「火山に関する観測、測量、調査及び研究」の司令塔

日ごろからの備え
ひ そな

火砕流や溶岩流、火山灰による影響など、火山災害によって住んでいる場所にどのような影響
があるかを知っておくことが大切です。

火山から近い地域では立ち退き避難、火山から離れた地域では火山灰への備えが重要です。

「＃防災を日常に」するために、備蓄した食品を賞味期限の古いものから
消費し、その分を買い足す「ローリングストック」も有効です。

火砕流や溶岩流、火山灰による影響など、火山災害によって
住んでいる場所にどのような影響があるかを知っておくことが大切です。

かざんちょうさけんきゅうすいしんほんぶ

火山調査研究推進本部
火山調査研究推進本部（火山本部）は、活動火山対策特別措置法に基づき、令和６年４月に文部科学省に
設置された特別の機関です。活動火山対策の強化に資することを目的に、政府の司令塔として火山に関す
る観測、測量、調査及び研究を一元的に推進しています。

火山本部では火山活動の評価等が行われており、その成果は内閣府や気象庁といった国の機関や、地方公
共団体等に共有され、火山防災対策に活用されています。
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火山灰の予測情報
かざんばい よそくじょうほう

ステージに応じた
ひがい

被害の
ようそう

様相
おう

火山灰への対策
かざんばい たいさく

「降灰量」及び「風に流されて降る小さな噴石の落下範囲」を予測します。
「降灰予報（定時）」、「降灰予報（速報）」、「降灰予報（詳細）」として「噴火前」、
「噴火直後」、「噴火後」の3種類の情報を発表します。また、降灰量は降灰の
厚さによって「多量」、「やや多量」、「少量」の3階級で表現します。

※今後気象庁では、ステージに対応した火山灰の予測情報に改善予定

名称 降灰量
キーワード
≧1mm

【外出を控える】

0.1～1mm
【注意】

＜0.1mm

多量

少量

やや多量

路面
イメージ とるべき行動

視界 人 道路
完全に
覆われる

外出を
控える

運転を
控える

徐行運転
する

窓を
閉める

マスク等で
防護

視界不良
となる

明らかに
降っている

降っているのが
ようやくわかる

フロントガラス
の除灰

白線が
見えにくい
うっすら
積もる

これらの防災情報は、気象庁ホームページでご覧いただけます。
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kazan/qvaf/qvaf_guide.html

噴火の可能性が
高まっている

（噴火と降灰のイメージ） 火山の近くで
降灰や小さな噴石の
落下が始まる

噴火前 噴火発生（0分） 噴火直後（5～10分 程度） 噴火後（20～30分程度）

火山から離れた場所で
降灰が始まる

火山灰が降り積もり、
降灰量によっては被害が生じる

降灰範囲 小さな噴石
の落下範囲

降灰量 小さな噴石
の落下範囲

降灰量 ： 多量の降灰範囲
： やや多量の降灰範囲
： 少量の降灰範囲（速報・詳細）
降灰ありの範囲（定時）

： 降灰が予想される市町村
： 小さな噴石の落下範囲

太 線

『噴火を仮定した降灰範囲等の予報』 『即時性を重視した 小さな噴石等の予報』 『精度の高い降灰量の予報』

噴火の可能性が高い火山に対して、想定した噴煙高を用いて、
18時間先までに噴火が発生した場合の降灰範囲や小さな噴石
の落下範囲を計算し、3時間ごとに発表。

噴火発生直後、事前に計算した想定噴火のうち最も適当なも
のを抽出し、1時間以内の降灰量分布や小さな噴石の落下範囲
を、噴火後5～10分程度で速やかに発表。

噴火発生後、観測した噴煙高
を用いて、精度の良い降灰量分
布や降灰開始時刻を計算し、6
時間先までの詳細な予報を、
噴火後20～30分程度で発表。

ぼうさいじょうほう きしょうちょう らん

ステージ４ステージ3ステージ2ステージ1

火山灰の量に応じて生じる様々な被害の様相を、４つの「ステージ」に分けて、
対策の考え方や留意点等を整理しました。
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火山現象に応じた影響範囲

火山周辺における防災情報ととるべき行動
かざんしゅうへん ぼうさいじょうほう こうどう

様々な火山現象
さまざま かざん げんしょう

火山が噴火した場合、様々な災害をもたらす現象が起こります。
その中には、大きな噴石や火砕流のように、火山周辺で直ちに命の危険がある現象のほか、小さな噴石や
火山灰のように、すぐに命の危険はないものの、火山から遠く離れた広い範囲に影響を及ぼす現象があり
ます。

噴火警戒レベルが運用されている火山では、噴火警戒レベルが噴火警報に付け加えて気象庁から発表され
ます。噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災機関や住民等の「とるべ
き防災対応」を、キーワードをつけて５段階に区分した指標です。噴火警戒レベルが引き上げられた場合、
市町村の指示に従って規制された範囲から避難する必要があります。

火山灰が微量以上積もる範囲大きな噴石や火砕流等の避難が必要な範囲
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※これらの想定は検討のための一例であり、将来の富士山噴火の状況を予測したものではないことに留意が必要
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